
ユーザー訪問

世
界
シ
ェ
ア
80
%
の
秘
密
は

独
自
の
銅
鋳
造
技
術
に
あ
っ
た
。
株式会社シンコー
　「誠実であること、挑戦し続ける
こと、限界をつくらないこと。逆境
に打ち勝つこと」。（株）シンコーは、
日本屈指のポンプ、タービン専門
メーカーとして昭和13年に広島で
創業した。その鋳造技術、独自開発
技術、アフターサービスは「世界の
シンコー」として世界各国から揺る
がぬ信頼を得ている。特に原油タ
ンカー用カーゴオイルポンプとそ
の駆動用タービンは世界シェア８０
%以上、舶用LNGポンプは約
85%を誇っている。

今回の取材先
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　巨
大
原
油
タ
ン
カ
ー
の
各
種
ポ
ン
プ
、

　タ
ー
ビ
ン
な
ど
に
大
量
の
銅
合
金
を

　　
９
月
末
、赤
ヘ
ル
軍
団
の
セ
リ
ー
グ
制
覇
で
盛
り

上
が
る
広
島
へ
。朝
早
く
か
ら
球
場
に
並
ぶ
フ
ァ
ン
の

姿
に
驚
き
な
が
ら
、広
島
駅
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
で

（
株
）シ
ン
コ
ー
本
社
に
到
着
。

　「
当
社
の
銅
合
金
を
使
う
代
表
的
な
製
品
は
、原

油
タ
ン
カ
ー
用
カ
ー
ゴ
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
と
バ
ラ
ス
ト
ポ

ン
プ
で
す
。船
舶
の
機
関
室
に
搭
載
さ
れ
る
様
々
な

海
水
ポ
ン
プ
に
も
、大
量
の
銅
合
金
を
使
用
し
て
い

ま
す
」と
常
務
取
締
役 

経
営
管
理
本
部
長
の
梶
山 

隆
生
氏
と
経
営
管
理
本
部 

調
達
部
部
長 

松
田 

健
治
氏
。

　
原
油
タ
ン
カ
ー
一
隻
に
搭
載
す
る
カ
ー
ゴ
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
は
約
３
台
だ
が
、他
の
ポ
ン
プ
も
合
わ
せ
る
と

月
に
約
６
０
０
台
も
製
造
す
る
と
言
う
。

　「
銅
合
金
を
多
用
し
て
い
る
の
は
当
社
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。世
界
中
で
製
作
さ
れ
る
原
油
タ
ン
カ

ー
や
船
舶
の
各
種
海
水
ポ
ン
プ
の
主
材
料
は
、海
水

へ
の
耐
食
性
に
優
れ
た
銅
合
金
で
す
。海
水
ポ
ン
プ

の
場
合
、ケ
ー
シ
ン
グ
や
イ
ン
ペ
ラ（
羽
根
車
）の
約

95
％
が
銅
合
金
で
す
。昨
年
は
C
A
C
４
０
２
イ
ン

保
有
す
る
砂
は
約

４
０
０
t
。砂
に
は

ア
ル
ミ
ナ
系
の
人
工

砂
を
用
い
て
、強
度

の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
、粉
塵
が
発
生
し

に
く
い
よ
う
に
作
業

環
境
の
安
全
性
も

配
慮
し
て
い
る
。

　「
で
き
上
が
っ
た

鋳
型
に
は
、銅
合
金

が
浸
み
込
ま
な
い
よ
う
に
特
殊
塗
料
で
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
し
ま
す
。浸
み
込
ん
で
し
ま
う
と
焼
き
付

き
を
起
こ
し
、耐
圧
不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
」

　
塗
装
を
終
え
た
鋳
型
に
、溶
解
炉
で
１
２
４
０
℃

に
熱
し
、溶
か
し
た
銅
合
金
を
流
し
込
む
。

　「
中
が
見
え
な
い
の
で
、中
子
※
で
作
っ
た
空
洞
部
分

を
す
べ
て
充
填
す
る
よ
う
、銅
合
金
の
流
れ
る
形
状
を

計
算
し
て
鋳
込
む
技
術
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
大
切

な
の
は
ど
こ
か
ら
冷
や
し
て
い
く
か
。こ
こ
に
も
長
年

培
っ
た
当
社
独
自
の
鋳
造
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
」

　
約
８
時
間
冷
却
し
た
後
、シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
マ
シ
ン

で
砂
を
落
と
す
。砂
の
回
収
率
は
約
97
％
で
、無
駄

な
く
何
度
も
再
利
用
し
て
い
く
。

　
製
造
工
程
を
拝
見
し
な
が
ら
、次
第
に
形
に
な
っ

て
い
く
ポ
ン
プ
の
ケ
ー
シ
ン
グ
の
大
き
さ
に
目
を
見

張
る
。タ
ン
カ
ー
用
カ
ー
ゴ
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
は
、大
き

な
も
の
だ
と
約
４
t
。中
で
人
が
ゆ
っ
く
り
と
横
に

な
れ
る
ほ
ど
巨
大
だ
。ポ
ン
プ
に
組
み
込
む
イ
ン
ペ
ラ

も
小
さ
い
も
の
で
20
㎏
、大
き
い
も
の
は
３
０
０
㎏

に
も
な
る
。

　「
各
パ
ー
ツ
の
鋳
物
が
で
き
上
が
る
と
、機
械
加

工
し
組
立
て
て
て
い
き
ま
す
が
、最
後
に
水
圧
を
か

け
て
漏
れ
が
な
い
か
を
厳
密
に
チ
ェッ
ク
し
ま
す
」

　銅
合
金
の
耐
食
性
と
加
工
性
で

　広
島
と
世
界
の
信
頼
を
つ
な
ぐ

　（
株
）シ
ン
コ
ー
が
鋳
造
に
使
用
し
て
い
る
の
は
、

J
I
S
H
５
１
２
０（
銅
及
び
銅
合
金
鋳
物
）の
規

格
品
C
A
C
４
０
２
と
C
A
C
４
０
３
で
、耐
圧
性

や
耐
摩
耗
性
、耐
海
水
性
に
優
れ
、機
械
的
性
質
に

適
し
た
銅
合
金
で
あ
る
。

　「
海
水
を
使
う
ポ
ン
プ
に
は
、耐
食
性
に
優
れ
た

銅
合
金
が
最
適
で
す
。鋳
鉄
は
、コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
装

し
腐
食
を
防
ぎ
ま
す
が
、銅
合
金
の
耐
食
性
に
は
か

な
い
ま
せ
ん
。ス
テ
ン
レ
ス
は
、耐
食
性
は
良
い
の
で
す

が
硬
く
て
使
い
づ
ら
い
。そ
の
点
、銅
合
金
な
ら
加
工

も
し
や
す
く
複
雑
な
形
状
で
も
細
か
く
表
現
で
き

ま
す
。ま
た
、タ
ン
カ
ー
に
限
ら
ず
ど
の
船
に
も
海
水

で
清
水
や
潤
滑
油
を
冷
や
す
ク
ー
ラ
ー
や
蒸
気
を
水

に
戻
す
復
水
器
を
取
り
付
け
ま
す
が
、そ
の
中
に
は

直
径
８
〜
10
㎜
の
銅
合
金
管
が
１
０
０
〜
３
０
０

本
入
っ
て
い
ま
す
。当
社
製
品
の
品

質
を
安
定
さ
せ
、信
頼
を
勝
ち
得
て

い
く
た
め
に
は
、銅
が
不
可
欠
な
の

で
す
」

　
タ
ン
カ
ー
建
造
の
主
舞
台
が
日
本

か
ら
韓
国
、中
国
に
シ
フ
ト
す
る
以

前
か
ら
、（
株
）シ
ン
コ
ー
は
、い
ち
早

く
世
界
市
場
に
目
を
向
け
、ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
拠
点
を
設
け
た
。世
界
シ
ェ
ア
約

80
％
を
獲
得
・
維
持
で
き
て
い
る
理

由
は
、そ
ん
な
先
見
の
明
に
も
あ
る
。

　「
私
た
ち
は〝
国
際
平
和
都
市
・

広
島
か
ら
世
界
へ
〞を
合
い
言
葉
に
、

こ
れ
か
ら
も
世
界
各
国
か
ら
の
信
頼

に
応
え
続
け
て
い
き
ま
す
」

ゴッ
ト
を
２
６
６
０
t
、C
A
C
５
０
２
Ａ
イ
ン
ゴッ
ト

を
２
２
３
ｔ
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
黄
銅
管
を
２
６
０
ｔ
購

入
し
ま
し
た
。こ
れ
は
過
去
最
高
量
で
す
。昨
年

は
１
７
６
隻
、今
年
は
１
１
６
隻
の
原
油
タ
ン
カ
ー
に

対
応
し
て
い
ま
す
」

　
数
字
だ
け
で
は
も
う
一
つ
ピ
ン
と
こ
な
い
。ぜ
ひ

と
も
製
造
工
程
と
実
物
を
と
、本
社
近
く
の
鋳
造

工
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　最
新
設
備
と
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

　集
約
さ
れ
た
一
貫
体
制
の
鋳
造
工
場

　
ポ
ン
プ
、タ
ー
ビ
ン
の
部
品
を
作
る
鋳
造
工
場
に

は
、高
周
波
溶
解
炉
８
基
、ガ
ス
溶
解
炉
２
基
が
用

意
さ
れ
、「
木
型
製
作
、鋳
型
製
作
、溶
解・鋳
込
み
、

解
枠
、鋳
仕
上
げ
、検
査
」と
一
貫
製
造
体
制
を
と

っ
て
い
る
。ス
タ
ー
ト
は
、木
型
づ
く
り
か
ら
。

　「
約
６
０
０
０
種
類
の
木
型
を
格
納
し
た
自
動

倉
庫
を
有
し
て
い
ま
す
が
、鋳
造
工
場
で
は
世
界
的

に
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。設
計
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
で

行
い
、Ｎ
Ｃ
加
工
で
精
度
の
高
い
木
型
を
安
定
し
て

製
造
し
て
い
ま
す
」

　
次
に
木
型
の
周
り
に
砂
を
詰
め
て
鋳
型
を
つ
く
る
。

株式会社シンコー
常務取締役 経営管理本部長
梶山 隆生氏

株式会社シンコー
経営管理本部 調達部部長
松田 健治氏

原
油
タ
ン
カ
ー
の
カ
ー
ゴ
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
と
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
で

世
界
シ
ェ
ア
80
％
を
誇
る（
株
）シ
ン
コ
ー
。そ
の
信
頼
を
支
え
て
い
る
の
は
、

創
業
以
来
、独
自
に
磨
き
続
け
る
銅
の
鋳
造
技
術
に
あ
る
と
聞
く
。

昨
年
度
の
銅
合
金
の
使
用
量
は
約
２
８
８
３
t
、銅
管
は
約
２
６
０
t
！

そ
れ
ほ
ど
大
量
の
銅
を
使
う
製
品
と
は
、ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

広
島
か
ら
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
を
支
え
る

カーゴオイルポンプの銅合金製ケーシングと中に組み込むインペラ、大きな物は4t以上にもなる。
銅の需要促進に貢献される（株）シンコーは、第44回日本銅センター賞を受賞している。

❹ケーシングのサイズは、タンカーの規模や用途に応じて様々で、中には人が入れるほ
どの大きな物も。他にもケーシングだけではなくインペラをはじめ、ポンプやタービン
を構成する部品も銅合金製である。

❸1240℃で溶かした銅合金を鋳型へ。空洞部分を充填
　するように鋳込む、冷却方法にも独自のノウハウがある。

❷鋳型は、銅が浸み込まないように特殊塗料で
　コーティングし、焼き付きを防止する。

❶自動倉庫には約6000種の木型を格納。
　その中から１日約10パターンの鋳型を作る。

※中子…中に空洞のある鋳物を造る際、空洞にあたる部分として鋳型の中にはめ込む砂型。

鋳造工場での基本的な製造工程

銅合金管は、真空復水器に使用

蒸気タービンに装備
される油冷却器や復
水器に100～300本
の銅合金管を使用。
この装置は協力会社
で製造し、最後に当
工場で組み込む。
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